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12.火星のクレｰタｰの発見

いまではもう語り草になったことであるが1965年7

月15目アメリカの火星探査体マリナｰ4号が火星に接

近してクレｰタｰのいっぱいうつった写真を電送して

きたときの科学者たちの驚きはたいへんなものであっ

た.火星の表面にいろいろな模様カミみえることはい

ままでも望遠鏡観測によってかなりくわしくわかって

いた.しかしそれは望遠鏡でみた月面の地形などと

は本質的にまったくちがったものである.“模様"と

“地形"とはちカミうのである.望遠鏡で“地形"を観

察するにはやはり火星は遠い存在であった.

観測の精度を一段階高めて模様の段階から地形の段

階へすすむためには探査体の撮影にまっほかたかった

わけである.そして探査体の撮影はその期待に十分

答えるものであった､火星の表面には月面をおもわ

せるるいるいたるクレｰタｰかありさらに巨大放

火山や渓谷まで見つかってきたのである.

これらの諸地形についてこれから検討をすすめてい

きたいと思うかまずは最も大きなおどろきをあたえた

クレｰタｰからみていくことにしよう.

ところで探査体がクレｰタｰを撮影するまで火星

にクレｰタｰカミ存在する可能性は考えられていなかっ

たのであろうか.

火星の観測と研究の歴史をひもといてみると探査体
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の撮影以前に火星にクレｰタｰがあるととなえた人が

少なくとも3人はいるのである.

まず火星にもクレｰタｰカミあると最初にいった人は

イギリスの自然科学者ウォｰレス(W虹LAcE,1823-

1913)であるらしい.彼は火星には隙石の衝突で

できたクレｰタｰカミあるだろうと1907年に発表してい

るということである(斉閏博1973による).

つぎが冥王星の発見者として有名なトンポｰ(C･W･

T0班BAU舶,1906一)が1950年にとなえた考えである1

彼は“火星面上には多数の流星が落下しそのうちの

巨大な限石や隈鉄によって火星面上に大きな孔が生じ

これを中心として放射状に亀裂ができたであろう.こ

のときの限石孔がオアシスであり亀裂が運河となった

のである"といっている.

もう一つカミ･アイルランドの天文学者エピｰク(E.J.

oPIK)によってのべられた考えである.

彼ば1950年1月16目わが国の佐伯恒夫氏によって

観測され火山活動の証拠とされた巨大な灰色の雲の成

因についてこれは火山活動によるものではなく巨大

な限石が衝突してまい上った噴煙だとのべた.そして

火星は小惑星帯に近いためにいままでにも隙石の衝突

はたびたびくり返されたであろうことそのため火星

面にはたくさんのクレｰタｰがつくられたであろうこと

またこれらのクレｰタｰは火星の大気が希薄である

がために浸食からまぬがれて今日まで残されている

であろうとのべているのである.

以上3人の考えはクレｰタｰがすべて限石の衝突で

できたであろうとする点で共通しておりこの点に議論

や検討の余地は残されているとしても火星探査体の実

現するずっと前にすでにこのような意見がのべられて

いたことは注目にあたいする.

ではこれら先人の予想に敬意を表し探査体によっ

て明らかにされたクレｰタｰの諾問題をさぐってみるこ

とにしよう.
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13･火星のクレｰタｰの性質と成因

マリナｰの撮影した火星のクレｰタｰの写真をながめ

ていくと月のばあいと同じように火星のクレｰタｰ

にもいろいろのタイプがあることがわかる.

それは月のぱあいとまったく同じというわけではな

第1図火星のクレｰタｰと火I』1の形態による分類�
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いがかなりよく似ていることは確かである.

それについてすでにいく人かの人たちから意見や考

察カミ出されているがここではまず筆者の考えにした

がってクレｰタｰの分類と性質をのべそのあとにい

ろいろな問題点についてのべたいと思う.

火星のクレｰタｰをごく大まかに形態的に分類すれ

ぱつぎのようになるだろう(第1図～第7図参照).

第2図火星の赤道近くのデュｰカリオン地域に広カ重る平担なクレｰタ

ｰ最大のものの直径は約ユ00k皿(マリナｰ9号撮影)

第4図中央丘をもつクレｰタｰ月面のコペルニクス型クレｰタｰによく似

る中央丘の頂上には火口がある(マリナｰ9号撮影)

第6図火星の南極地帯にみられる床面カミ暗黒たクレｰタｰ灘

(マリナｰ7号撮影)

①直径か比較的大きく(しばしば100㎞以上もある)底面が平

担で浅く全体的にひじょうにフラットにみえるクレｰタｰ.

②周壁の内壁が階段状(段圧状)になっており底面が平担匁

クレｰタｰ.

③中央丘をもつクレｰタｰ.周壁の内壁は階段状に抵ってい

るものもあり必ずしもそうなっていないものもある.中

央丘の頂上にははっきりと火口の認められるものカミある.

④周壁の内部のクレｰタｰ底がお皿のようにゆるやかにへこ

んでいるもの.

⑤クレｰタｰ底が暗黒物質で満たされているもの.きわめて

第3図周壁が階段状で底面が平ら溶クレｰタｰ底のまるい小型

のおわん型クレｰタｰも散点する(マリナｰ6号撮影)

第5関クレｰタｰ底がお皿のようにゆるやかにへこんでいるクレ

ｰタｰ(マリナｰ7号撮影)

第7図底面がまるい小型のおわん型クレｰタｰ群左端は平担恋

二重クレｰタｰ(マリナｰ6号撮影)�
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フラットにみえる.

⑥おわんのようなまるいへこみをもつボウル型クレｰタｰ.

この分類は筆者カミ以前｢月の地質学｣のなかでのべ

た月面のクレｰタｰの分類にかたり近いものである.

しかし細かい部分については月とはっきりちカミった

特徴もある.たと克ぱ①の底面カミ平坦な浅いクレｰ

タｰは月面のものでいえぱクラビウス型クレｰタｰ

に相当することになると思われるが月のそれよりもは

るかに平坦でなめらか在感じがする.これは火星面

の大気による長年の浸食作用という二次的な変形を考

え狂いわげにはいか狂いであろう.

また④のお皿のようにゆるやかにへこんだクレｰタ

ｰは月にもあることはあるカミ火星のばあいは周壁の

するどい盛り上りカミはっきりしていて従来の分類から

みれぱたいへんユニｰクなものである.

ところで合衆国地質調査所のマコｰレｰら(J.F.

McCAUL酊eta1.,1973)は火星の地質に関するP工e-

1iminaエyM1arinergReportの中で火星のクレｰタｰ

の性質と分類についてつぎのようにのべているのでそ

れを紹介することにしよう.

まず直径100たm以上の大きなクレｰタｰの集まっ

ている地域では火星のクレｰタｰは形態的柱sharp-

nessにもとづいて2つのおもな｡raterunitsに分け

られる.1つは若いクレｰタｰ(C｡)で周囲にまだ

放出物がよく残っているものもう1つは老令なクレｰ

タｰ(Cユ)でかなりくずれていて放出物などはみと

められずまたC2よりもふつう浅いものである.こ

のうち若いクレｰタｰのばあいでも同じ大きさの月の

クレｰタｰにくらべるとよりくずれているという.

つぎにマコｰレｰらはチコや口ペノレニクスに似た

クレｰタｰは火星にはないといっているがこれは問

題カミありそうである.

火星にはないといった根拠カミどこにあるのかよくわ

からたいがいままでの探査体による火星面写真をみる

かぎり中央丘をもったコペルニクス型のクレｰタｰは

かなり写っている.もっともこれらに伴われる明る

いレイはいまのところ観察されていないが.

さらに上記の円形ケレｰタｰのほかに不規貝リクレ

ｰタｰ(Ci)も存在する.これはもり上った周縁堆

積物でかこまれた楕円形で舟底形の大きなクレｰタｰ

で月面のシラｰ･クレｰタｰに似ている.

これらのクレｰタｰについてマコｰレｰらは円形

のクレｰタｰはimpactOriginによると思われるが不

規則なクレｰタｰはtectonic～vo1canic粗活動による内

因的なものと考えるほか改いといっている.

つぎに直径100km以下のクレｰタｰで特徴づけら

れるクレｰタｰ地域(dC,mC)がある.ここではと

くにクレｰタｰの密集しているところはクレｰタｰが

くずれているという.クレｰタｰの間がくがあいてい

る地域はクレｰタｰとクレｰタｰのあいだの地域は

ゆるくうねっている.

クレｰタｰ平原unit(cp)では直径100k皿以下の

比較的sharpにみえるクレｰタｰがちらぱっている.

線状リッジもふつうにみられる.この地域はまわりよ

りも比較的暗黒で月の海に似ている.

以上のクレｰタｰの分布上の特徴にもとづく検討に

くわえてマコｰレｰらはクレｰタｰの全般的問題と

成因についてつぎのようにのべている.

マリナｰ9号の撮影によって火星面上では比較的

クレｰタｰのない地域もかなり明らかにはなったけれど

も赤道地帯はほぼ40%にわたってクレｰタｰのけん

ちょな地帯がつづいている.これは火星面上におい

ていちじるしいクレｰタｰ化の地質学的過程が進行し

たことを示している.

全体的にみて火星のクレｰタｰは月のクレｰタｰと

比較してよく似ているが月のぱあいよりもずっとく

ずれているところがちがっているという.しかしこれ

もクレｰタｰのタイプによって風化や浸食のていど

がだいぶちがっているのでいちがいに単純な議論はで

きないと思う.

マコｰレｰらによればマリナｰ9号のB士ameの写

真にみられる多くのクレｰタｰでいままでになかった

形態は周縁の堆積物の外縁で突出したすその(いく

ぶんもり上ったヘリ)カミあることである.また欠き

たクレｰタｰのまわりの二次クレｰタｰははっきりと

はみとめられない.明るいレイもみられない.

B血ameにみられる小クレｰタｰのつら怒りは二次

クレｰタｰかもしれないが明らかだ初生クレｰタｰで

もないだろうという.

マコｰレｰらは月におけると同様にクレｰタｰの

形態やsi･e士equency分布の形(第8図)から明らか

に大部分のクレｰタｰはimpactOriginであると思うと

いう.しかし∀o1canicoriginのものもあるかもしれ

ず両起源の区別はひどくくずれたクレｰタｰでは

見分けるのがひじょうに困難であるともいっている.

さて火星面にはこれらのクレｰタｰのほかにク

レｰタｰよりも大きい“盆地"とよばれる地形が存在する.�
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これは月面上の海などを中心とした盆地(ba･in)と

かサラッソイドとよばれる地形に相当するものと一思わ

れる.

まず火星面上で最大の盆地はいうまでもなくヘラ

ス盆地である･.その直径は2,00破m周縁からの中心

部の深さは4,500mぐらいある巨大な盆地である.周

縁の北方の部分には多重の山脈カミみられる.それは

月の雨の海をかこむアペニン山脈に似ている(第9～12図).

ノアキス大陸をへだててヘラス盆地の西方にあるア

ノレギュレI(A工gy工eI)盆地も大きな盆地である.

その直径はほぼ1,O00たm深さ2,O00mぐらいある.

この盆地の特徴は形態が多角形(ほぼ四角形)をして

いることである(第13図).

赤道地帯の西経26ぴ～285｡にあるリビア(Libya)盆

地(モエリス湖周辺)も大きい.そのへりののびの方

向と同心円状のグラｰベンの方向からみてこの環は

おそらく大シュルチスの北東のごつごつした地域につ

ながるものらしい.

リビア盆地の目立ったシャｰプな境をもつ外側のSCa一

･pは南緯10｡西経270｡から緯度0｡西経295｡におよ

んでいる･盆地を埋めた平原堆積物は赤道の北の酉
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マリナｰ9号撮影デｰタによるクレｰタｰの

size-f｢equencyグラフ(J.F.McCAULEYet

aL,1972による)
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第9図巨大なヘラス盆地の全景(マリナｰ9号のPre1iminaryChartから)

第11図ヘラス盆地の南西縁の地形(マリナｰ7号撮影)

第!0図

320.30ぴ280'260'

西縦

マリナｰ9号の赤外線干渉計の観測から面かれた

ヘラス盆地の地形.基準面は6.1ミリバｰル気

圧面で等高線の間がくはユkmおき(R.Hムｰ

NELeta1､,1972による)

第12図同左南西縁のリッジのクロｰズアップ(マリナｰ7号撮

影)�
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経20びから290｡の地域に至っている1これはこの盆

地を同心円状にかこむ古い盆地をおおっておりその状

況は月のぱあいに似ているとマコｰレｰらはのべてい

る.このほかさらに赤道上の西経340｡近くにエドム

(EdOm)また南緯15｡西経305｡近くにイアピギア

(Iapygia)という2つの小さい盆地がある.このう

ちとくにエドム盆地ははっきりした外側のsca･Pと

ゆるやかな高まりの外側と内側の環をもっている･こ

れらの小さ液盆地は月のばあいでいえばちょうど危

機の海にたとえられるものであるとマコｰレｰらはい

っているカミ大型のクレｰタｰといってもいっこうにさ

しつかえ校いものである.

以上みてきたように盆地とよばれる大きな環状構造

は基本的にはクレｰタｰの巨大なものと同等とみるこ

とができそのへんの事情は月のぱあいと同じである.

さてこれらのクレｰタｰや盆地はどんな原因で

どのようにしてできたものであろうか.その成因の問

題になるとここでも明石説(Impacttheory)と火山説

(Vo1canictheo･y)の両者が登場し論争の的となるの

である.とくにアメリカの科学者たちの議論はさ

きのマコｰレｰらの議論にもあらわれているように火

山作用などの内因的な成因を一部では認めながらも

クレｰタｰ形成の主因はあくまで限石落下による外因

だと強く主張している点は月のクレｰタｰの議論と

同じである.

火星のクレｰタｰの成因にかんする筆者の基本的な考

えは月のばあいとほぼ同じでありそれはすでに｢月

の地質学｣(築地書館刊)でくわしくのべたのでここ

ではくり返さない.ただ火星にはうすいなカミらも大

気があり月のばあいとは自然環境がちカミうわけである

から火星面での地形の形成と変形は月のばあいとま

ったく同じ｡に考えるわけにはいかない.また重力の

ちがいとか内部構造や地殻の組成のちがいといった

火星独白の物理的･化学的条件も考慮に入れなければ

ならないだろう.このようなことを考えながら今後

火星のクレｰタｰの成因を本格的に検討する必要があ

ると思われる.

コ4､火星の火山と火山活動

マリナｰ9号の撮影で多くの人びとをおどろかせた

最も欠きた発見の一つは火星面上にれっきとした成

層火山が存在することであった.なかでもタルシス

ｰアマゾニスｰエリシウム地域には4つの巨大な

たで状火山が存在する(第14図).

そのうちの最大なものがオリンピア山(NixO1ym-

pica)である(第15図).これはNix01ympica=オリ

ンピア雪原の名称カミ示すように望遠鏡でみると白く

きらきらかがやく斑点にみえ何か雪か氷のようなもの

があるのかもしれないといわれてきた.もしそうなら

ばそこは地形的に高まった山の頂きのようなものが考

えられ高い山があるかもしれたいと予想はされてい

たのであるカミまさかこんな大き柱火山体カミあるとは

だれも夢にも思わ恋かったのである.

マリナｰ9号撮影の写真や電波による高度測定など

の資料によるとオリンピア山の規模は山ろくの直径

600km一ふもとからの高さは約1万m(1.3万mとか2

万mというデｰタもある)もある巨大なものである､

山頂には最大直径60kmのカルデラ状火口を中心とす

るいくつかの火口の複合カミみられる(第16図)､

これほどの大き狂火山体は地球上でもちょっと例を

みない.強いて地球上の火山と比較するとすればハ

ワイ島あたりくらいであろう.

ハワイ島は大きなたて状火山からなる火山島で頂

上のマウナロア火口の高度は海抜4,170m島の平面

策13図アルキュレI盆地(マリナｰ9号のPreli皿inaエyChartから)

第14劇タルシス地域の巨大な火山概(マリナｰ9皆σ)Pエe1iminary

Ch趾tから)�
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的広カミりは直径約100kmにおよび火山体としてはか

なり規模の大きいものである.ところカミじつはこれほ

海面から顔を出している部分についての大きさであって

じっさいは火山島は海底からそびえ立っているわげで

あるから海底からの高さと海底での広がりは相当大

きなものになるはずである･ノ･ワイ島のばあいは周

囲の太平洋の水深6,000nユを加えれば高さ約1万皿

すそ野のひろがりも数百kmに衣るはずでオリンピア

山に近い巨大な火山になるわけである.しかしこ

のような例は他にそうたくさんあるものではない.

ところでこのオリンピア山にはいろいろ注目すべ

き特徴がみられる.まずこの火山体全体カミきわめ

て新鮮にみえることである.これはこの火山の生成

年代カ批較的新しい(おそらく数百万年前でいど)こと

を意味している.

中央火口からは噴出物が放射状に飛散堆積している

のがよく読みとれる.とくに山腹の一部の高解像度

クロｰズアップ写真ではいく筋もの溶岩流カ明瞭に読

みとれるのは興味ぶかい.山腹の一つの大きなリッジ

の上には細長くのびるみぞカミ走っているがこれはお

そらく溶岩トンネノレか溶岩チュｰブがつぶれてできた

みぞであろう(第17図).

頂上の火口は数個の火口が組み合さってできており

火口底のレベノレもそれぞれ異なっているので大きな活

動が何段階かにわたっておこったことを示している.

その大きさからすればこれはゆうにカルデラとよんで

よいものであり従来のカルデラの分類にしたがえば

キラウエア型とかハワイ型とかよばれてきたものに相当

することになろう.またクレｰタｰの分類のうえか

らみれば底面の平らなこの形態は月でいうクラビウ

ス型クレｰタｰに相当することになるだろう.

オリンピア山についてもう1つのきわ立った特徴は

第15図火星最大の火山･オリンピア山(NixO1ympica)の全景

(マリナｰ9号撮影)

直径600kmもある火山体のすその部分カミきわめては

っきりした断崖でとりかこまれていることである.こ

んな断崖カミどうしてできたのかはよくわからないが山

ろくの部分に何らかの浸食作用がはたらいたのかもしれ

ない.海食崖にとりかこまれて孤立した火山島を連想

するのは筆者だけであろうか.

タノレシス地域のアスクラの湖(AscraeusLacus)近く

にあるNorthSpotも一オリンピア山の頂上の複合力ノレ

デラとよく似たものである.スケｰルはやや小さく

中心のいちばん大きなクレｰタｰの直径が約21km全

体では約40kmくらいに在る.

山体は全体にゆるやかですその部分も狂めらかに

周囲の平原とつながっている.クレｰタｰのまわりの

山体にはクレｰタｰをかこむゆるくうねった同心円状

の起伏がある.これは初生的荏ものか風化･浸食

による二次的なものかはよくわからないがジェット推

第16図オリンピア山頂上の複合カルデラ状火口(マリナｰ

9号撮影)

第17図オリンピア山山腹斜面のリッジにみられるみぞと溶岩流(左下から右上にいくすじ

もの流れがみえる)(マリナｰ9号撮影)�
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進研究所(JPL)の科学者たちはおそらく大気の運動

の結果できた地形だろうとのべている.

No･thSpotの複合カルデラは大小4つのクレｰタ

ｰの組合せであるが面白いのは中央の大きなクレｰ

タｰがまわりの小さな3つのクレｰタｰを切って発達

していることである(第18図).これは従来一般的に

法則視されてきたクレｰタｰの組み合せつまりクレ

ｰタｰが複合するときは必ず大きいクレｰタｰを切っ

て小さいクレｰタｰができているという原則に反する

ものである.

赤道の数度北の孔雀の湖(Pav㎝isLacus)近くにあ

るMidd1eSpotは山頂に単一のきれいな火口をもつ

円錐形火山である.頂上の火口の直径は約40kmある.

火口の内壁はするどく切り立っており陥没のあとをう

かカミわせる(第19図).火口底は平坦でなめらかである.

山腹はきわめてなだらかであるが火口を同心円状にと

りまくように弓形のグラｰベンかいくつかみられる.

ゴノレデイの点(NodusGordii=theGordianKnot)

の近くにあるSouthSpotも面白い火山である.火

口は多重の同心円状構造をしており明らかに陥没運動

が何度がにわたってつづいたことを思わせる(第20図).

クレｰタｰのまわりの山体斜面には溶岩流のあとを示

すような放射状のリッジがたくさんみとめられる.

以上の4つが火星を代表する4大たて状火山であり

それらがみなタルシス地域に集まっていることは注

目に価する.

このほかにはっきりとたて状火山と認められるもの

はチュレニア海(MareTynhenum南緯22｡西経

253｡)のクレｰタｰの発達する地域にもある.中央の

クレｰタｰは直径約20た㎜あり床面は平坦である.

この火口からは放射状に200kmもわたって低いリ

ッジや曲りくねった細長いみぞがのびており花のよう

な構造形態を示すのでNASAの科学者たちによって俗

にタンポポ(Dandelion)とよばれている.

大規模なたで状火山よりは小さい火山性ドｰム(溶

岩円頂丘や砕屑丘のようなもの)もいくつか知られて

おりタルシス地域とエリシウム地域に主として分布す

る.ドｰムの頂上にはふつうドｰムの直径の1/2～

第18図NoエthSpotの複合カルデラ(マリナｰ9号撮影)

第19図MiddleSpotの頂上の火口(マリナｰ9号撮影)

第20図同心円状陥没構造を示すSouthSpotのクレｰタｰ(マリナｰ

9号撮影)

第21図タルシス地域の火山ドｰムの一例(マリナｰ9号撮影)�
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1/3の大きさの中央火口がみとめられる(第21図).ド

ｰムの斜面は低解像度写真ではなめらかであるが高

解像度写真によると多くの放射状のみぞカミみとめられ

るという.

以上火星の火山地形についてのべてきたがここで

全体的にみて注意しておきたいことをいくつかまとめ

ておこう.

まず火星の成層火山やドｰムはいずれもみな新

鮮な形態を比較的よく保っており火星の地史における

比較的新しい時代に生成されたものであることを示して

いる.このことは火星内部における熱的進化(マグ

マの生成と活動)が長い時間にわたってずっとつづい

てきたことを示しており火星の地史を解明していくう

えに重要た事実である.

つぎにこれらの火山体の分布している地域はタル

シスｰエリシウム地域がほとんどで特定の地域に集

中しているのは興味深い.とくにこの地域がクレｰ

タｰのほとんどない平原地方なのぽ重要な事実である.

筆者は前回の稿(1973年7月号)で火星面は大局

的にみてクレｰタｰの密集した地域と平坦なスムｰズ

な地域とに2大別できることそしてこの大区分が月

の陸と海に相当する火星の陸と海ではないだろうか

ということをのべた.

この考えにしたがえば火星の火山の分布するところ

はまさしく火星の"海"である･海の地域に比較

的生成年代の新しい火山が集中して存在するのである.

もっとも火山の分布するタルシスｰアマゾニス地

域は電波観測などの資料によると火星全面の中でも

かなり高度の高いところらしい.したがって海とよ

ぶには抵抗を感ずるという反論がでるかもしれたい.

しかし私は火星全面の中での地形とか表面形態の極

端なちがいにこそ注目すべきであると思うし海の地域

か高度が高いことについては別の説明があたえられる

べきであると考えている.

第22図オリンピア山のまわりの平原にみられる溶岩流のフロント

(マリナｰ9号撮影)

や丘カミつらなって広がっているカミそのいくつかはまさ

しく溶岩流のフロントのようになっている(第22図).

それは月面の雨の海にみられる有名恋溶岩流のフロン

トとまったくそっくりである｡おそらく火星の海

(平原地域)は流動性のきわめて大きな溶岩流がい

く重にも流れ広がって形成されたものであろう.

したがって火星でも月のばあいと同じように地

質時代のある時期にマグマの大溢流をもたらすよう淀

大規模で特異な火山活動の時期があったことが察せられ

るのである.

火星の火山と火山活動の問題についてマリナｰ9号

の撮影と観測のデｰタをもとに論じてきた添火星では

現在もなお火山活動のおこっている可能性はあるだろ

うか･火星は月よりも大きく地球と月との中間的存

在であり熱的進化の歴史も月よりは長かったであろう

から局地的にせよ火山活動のつづいている可能性は

あるだろう.

最も新しい火山の1つと思われるオリンピア山のまわ

りの火山地帯をマリナｰ9号カミ赤外線で走査したとこ

ろひじょうに高温な地点カミみつかったともいわれてい

る.いまもなお生きっづげている火山のある可能性は

かなり高いかもしれない.

さて火星の火山活動はクレｰタｰや成層火山体を

つくる活動カミすべてであったのだろうか.月のばあい

は海も大きな凹地に大量の溶岩流があふれ出て埋

めたてるという大規模な火山活動の結果できたもので

あった.火星のぱあいはどうであっただろうか.

じつはマリナｰ9号の撮影によって火星の海も

溶岩流カミあふれてできたものであろうと思われる証拠カミ

みつかったのである.

オリンピア山のまわりの平坦な地域では低いリッジ

マリナｰ9号いらい一段落していた火星探査も今年

7月22目のソビエトの火星4号の打ち上げによってふ

たたび活気を呈してきた.ソビエトは8月10目の火星

7号の打ちあげで一気に4つの探査体を火星にむかわ

せている.おそらく相当意欲的な観測がなされること

であろう.火星の火山と火山活動についてもいっそ

う新しい資料カミもたらされるのではなかろうか.大い

に期待したいと思う.

(筆者は東京都立武蔵高校教諭)�


